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午前９時２６分開会 

○委員長（福田 嗣久） それじゃあ、おはようござ

います。 

 大変暖かくなりました、けれども、コロナのほう

も第４波が、特に関西圏を中心に大変厳しい数字が

毎日出ております。変異種ということもあったりし

て、感染力が強いとか、あるいはまた、もう一つは

病床が非常に逼迫してる大阪、兵庫、このような情

報も出ておりまして、ともかく早く終息させるとい

うことは、やはりワクチン接種と、もう一つはやは

り密を避けて、できるだけもう自分たちで収めてい

くということ以外にないんだろうなということを

思っておりますけれども、そういう中ですけども、

しっかりと協議をしながら新年度の建設経済委員

会をスタートしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 それでは、本日の委員会ですけれども、新型コロ

ナウイルス感染症対策の関係で、委員会の密集をで

きるだけ軽減するため、当局職員の出席を前半と後

半と２グループに分けて行いたいと思いますので、

ご了承願います。 

 それでは、自己紹介に入りたいと思います。 

 今回は新年度当初の委員会であり、４月の人事異

動で建設経済委員会の当局職員に異動がございま

した。ここで自己紹介をいただきたいと思います。 

 まず、委員のほうから。私、委員長を仰せつかっ

ております福田でございます。よろしくお願いしま

す。 

 副委員長、どうぞ。 

○委員（清水  寛） 副委員長の清水です。引き続

きよろしくお願いします。 

○委員（岡本 昭治） 岡本です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（石津 一美） 石津一美でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員（椿野 仁司） 椿野です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（足田 仁司） 足田です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（木谷 敏勝） 木谷です。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（福田 嗣久） それじゃあ、当局側、どう

ぞ、環境経済のほうから。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 環境経済部の坂本で

す。引き続きよろしくお願いいたします。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） おはようございま

す。環境経済部の谷口でございます。列が１列前に、

あわせて後ろがいなくなってしまいました。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ、コウノトリ共生部

長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） コウノトリ共

生部の川端です。引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農林水産課の柳沢で

す。引き続きよろしくお願いいたします。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） おはようございま

す。農林水産課参事の井垣です。２年目になります。

引き続きよろしくお願いいたします。 

○地籍調査課長（依田 隆司） おはようございます。

地籍調査課の依田です。この４月から課長になりま

した。よろしくお願いします。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） コウノトリ共

生課の宮下です。どうぞよろしくお願いします。 

○地籍調査課参事（上阪 善晴） 地籍調査課の参事

です。上阪です。４月からです。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（福田 嗣久） よろしくどうぞ。 

 それじゃあ、都市整備から。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 都市整備部、澤田で

す。引き続きよろしくお願いします。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課の冨森です。引き

続きよろしくお願いいたします。 

○建設課参事（北村 省二） この異動で、都市整備

課から建設課の参事になりました北村です。引き続

きよろしくお願いいたします。 

○都市整備課長（石田 敦史） 都市整備課の石田で
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す。都市整備課２年目になります。どうぞよろしく

お願いします。 

○建築住宅課長（山本 正明） 建築住宅課の山本で

す。引き続きよろしくお願いいたします。 

○建築住宅課参事（谷垣 秀人） 建築住宅課、谷垣

です。この４月から参事になりました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（福田 嗣久） よろしくお願いいたします。 

 最後に、議会事務局。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 建設経済委員会の事務

局を担当します小林です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○委員長（福田 嗣久） どうもありがとうございま

した。今年度は当分の間といいますか、このメンバ

ーで委員会審査を対応していただくことになりま

すので、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、協議事項に入りたいと思います。 

 それでは、委員会所管事項の事務概要に入りたい

と思います。 

 前半につきましては、環境経済部、コウノトリ共

生部及び都市整備部の順で、部ごとに説明をいただ

き、そして質疑を行いたいと思います。後半は、各

振興局、上下水道部及び農業委員会事務局という順

に進めたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さんは、質疑、答

弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事運営に格別の協

力をお願い申し上げます。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますようご協力をお願いいたします。 

 それでは、まず、環境経済部の説明をお願いいた

します。 

 坂本部長ですか。 

○環境経済部長（坂本 成彦） それでは、資料の５

ページをお開きください。環境経済課では、４つの

係を設けておりまして、係ごとに４つの項目を掲載

させていただいております。 

 まず、５ページは経済政策の推進という項目です。

基本方針にありますとおり、市内中小企業の経営の

安定と強化、それから企業間の連携や取引の強化、

そして起業、創業等を促すというふうなことを柱に

して、地域経済を活性化させたいというふうに考え

ております。 

 その概要、方針としまして、３項目設けておりま

す。１つは内発型産業育成の推進、２つ目は新型コ

ロナ対策、３つ目は環境経済事業の推進というスキ

ームにしております。 

 特に、２つ目の新型コロナウイルスの対策が今期

も重要なテーマになります。（１）から（３）に書

いておりますとおり、中小企業融資等の低利な融資

枠による支援、それから２つ目は小規模事業者事業

継続支援補助金、これの創設、そして３つ目は商工

団体と連携した経営相談会の開設というふうにし

ております。 

 ２つ目の小規模事業者に対する支援ですが、これ

までステップアップ支援補助金というものを設け

て支援をしておりましたけれども、それよりも小規

模な投資、小規模事業者の事業継続を応援できる枠

をということで、新年度新設いたしました。３０％

以上の減収の方に対して３分の２補助、上限５０万

円というふうな枠を設けております。これに加えま

して、実は昨日、専決補正という形でお願いをさせ

ていただいたんですけれども、経済分析の中で明る

い兆しも出始めてる中で、大きい投資をしたいとい

う事業者も中には現れてきておりますので、この辺

りの大規模な投資を支援する、ステップアッププラ

スというものをさらに設けたいというふうなこと

で、昨日お願いをいたしたところです。こちらにつ

いては２分の１補助ですが、上限を１，０００万円

支援というふうな形にしまして、枠組みとしてこの

ステップアッププラス、そしてステップアップ、小

規模事業者支援と、この３つの制度で事業者を広く

フォローできる形を取りたいということで考えて

おるところです。 

 （３）にしました商工団体との連携は、コロナの

中で事業者の伴走支援、相談、専門家派遣というふ

うなことをかなり頑張ってやっていただきまして、
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本年度も引き続き取り組んでいきたいということ

で、項目として上げております。 

 続いて、６ページをご覧ください。６ページは商

工振興の推進という項目です。こちらの基本方針の

ところですけれども、３つ設けております。１段落

目は、市街地の活性化ということです。２段落目は、

特産業振興です。３段落目は、ふるさと納税につい

て書いております。 

 この方針を実現するための概要として、７つの項

目を上げておりますけれども、特に５番目ですね、

ふるさと納税推進のためのＰＲ強化等、こちらにつ

きましては、地場産品の返礼品によって地域経済の

活性化を図りたいということが主目的の一つであ

りますけれども、市の大切な財源として重要な位置

を占めてきておりますので、さらに新年度も強化を

してまいりたいというふうに考えております。 

 ６番目のプレミアム付応援商品券の推進という

ものは、これは昨年度からの繰越事業でして、ＥＡ

Ｔ，ＢＵＹ＆ＧＩＦＴのことでございます。６月３

０日まで利用いただける商品券ということですの

で、今年度も引き続き推進を図ってまいりたいと思

います。 

 最後、７項目めは経済センサスということで、５

年に一度の、今年センサスの年になっております。

６月１日時点での事業者の経営状況等を把握する

ということで、これも本年度の重要な仕事の一つに

なってまいります。 

 続いて、７ページをご覧ください。こちらは企業

支援の推進という項目です。方針としまして、方針

も概要ともですけど、２つ項目を設けておりまして、

１つは企業立地で、２つ目はものづくり支援、この

２つをテーマに今年も取り組んでいきたいと思っ

ております。 

 概要１の企業立地のほうですけれども、現在のと

ころは（３）ですね、県道但馬空港線の沿線に産業

用地整備というふうなことで、引き続き取り組んで

おります。それから（４）の中で、特にＩＴ企業の

誘致ということに近年、力を入れております。大型

の施設整備がなくても進出していただけるという

ことや、若者や女性の働き場所としても有望だとい

うふうなことで、ＩＴ企業の誘致に今年度も引き続

き力を入れてまいりたいと思います。 

 ものづくり支援のほうは、豊岡市工業会等を中心

に推進してまいりたいと思っております。 

 続きまして、８ページ、９ページです。こちらに

は移住定住の推進ということで書いておりますけ

れども、基本方針といたしまして、ＵＩターンを促

して、地域の企業ともマッチングをしながら、経済

活性化を図ってまいりたいというふうに考えてお

ります。コロナ禍の中で、地方への関心が高まって

おりまして、豊岡市もさらにここの分野には力を入

れてまいりたいというふうに思っているところで

す。 

 実現のための概要では、５項目を上げております

けれども、一番最後の５番目ですね、地域おこし協

力隊というところが、最近、応募が非常に多い状況

になっておりますので、さらに積極的に展開をして

いきたいというふうに考えております。特に（１）

に記載しておりますＳＭＯＵＴという移住スカウ

トサービスを今使ってるんですけども、これがかな

り効果を上げておりますので、今現在、地域おこし

３４人、活動をいただいております。ここを、さら

に地域の元気につなげるために、呼び込んでまいり

たいというふうに思っております。 

 新しい取組として（２）です。これまではこちら

が地域課題を提示をして、それに解決に乗り出そう

という若者が応募いただくというふうな形を取っ

ておりましたけれども、新しく自分がこういうこと

がやりたい、それで起業したいというふうな応募者

提案型、起業型というふうな枠を設けて、そういう

若者を、地方に入ってきていただきたいというふう

に考えているところです。 

 環境経済課からは以上です。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、大交流お願いし

ます。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 大交流課からは、

９項目につきまして説明をさせていただきたいと

思います。資料は１０ページになります。よろしく
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お願いします。 

 まず、情報戦略の推進ですけれども、新型コロナ

の感染拡大によりまして、人々の旅のスタイルや考

え方に変化をもたらすだろうということから、昨年

度ですけれども、ポストコロナ時代を見通した大交

流ビジョンを策定をいたしました。その中で基本的

な方針ですけれども、豊岡の６つの地域を１つの豊

岡として、外向け、内向けに対して情報を発信をし

ていこうということが１つ目の基本方針でござい

ます。また、単なる観光地、観光の消費地としてで

はなく、共感や交流の地として豊岡を選んでくれる

人たちをまた戦略のターゲットとしたいというふ

うに考えてございます。 

 主な事業ですけども、これはもうほぼ継続事業で

ございまして、去年開催できませんでした豊岡ファ

ンミーティングを改めて開催をしたいというふう

に考えてございます。また、フェイスブックや国内

向けの観光サイトなどの充実も図ってまいりたい

というふうに考えてございますし、豊岡ツーリズム

協議会の事業といたしまして、各旧１市５町がそれ

ぞれ情報を提供し合って連携していくような事業

も進めてまいりたいというふうに考えてございま

す。 

 次が１１ページになります。国内誘客の推進でご

ざいます。こちらも新型コロナの感染拡大の影響に

よりまして、新たな需要を取り込む必要があるとい

うふうに考えてございます。また、これまで城崎温

泉がよく認知されている一方で、市内他地域への想

起だとか収入につながってないという課題がござ

いましたので、新市場を開拓するとともに、ワーケ

ーションなどの新たな需要を取り込みたいってい

うのが２つ目の基本方針でございます。また、市内

の周遊を促進するための体験型コンテンツの造成

などに努めてまいりたいというふうに考えてござ

います。 

 主な事業ですけれども、５番の玄武洞公園整備事

業、いよいよ今年度、整備事業に入りまして、玄武

洞そのものの魅力をより感じていただけるような

環境づくりに努めるとともに、有料化に向けた整備

工事を行いたいというふうに考えてございます。 

 次は、１２ページでございます。まずは、７番で

すけれども、昨年度ＫＤＤＩにより、城崎国際アー

トセンターに５Ｇ基地局を設置をいただきました

ので、それを活用するという意味で、城崎国際アー

トセンターのエントランス部分にテレワーク拠点

を整備したいというふうに考えてございます。 

 また、公共ではなくて、民間のワーケーションの

環境整備も促すという意味で、６番でございますけ

ども、民間事業者が行う整備、備品の購入等に対し

て補助を行うような制度を設けてございます。 

 ８番は観光地の魅力強化事業ということで、昨年

度もコロナ対策として実施をさせていただきまし

たけれども、今年度はその整備自身が話題性を持ち

まして、集客の目的となるようなコンテンツの造成

でありますとか、新たなサービスの開発について補

助をしたいというふうに考えてございます。 

 次は、１３ページでございます。海外戦略の推進

で、こちらは、新型コロナウイルスの関係でもうほ

とんど需要が消えてしまっておりまして、今年度に

つきましても、最小限の予算でできるだけリアルな

活動、または営業活動などのリアルな活動は見合わ

せまして、オンライン上での必要最低限の取組を進

めてまいりたいというふうに考えてございます。ま

た、回復が比較的早いと想定されるアジア市場につ

きまして、プロモーションの強化を進めてございま

す。 

 事業につきましては、特に新規事業、大きな拡大

等はございません。 

 次に、１５ページをお願いします。新規事業でご

ざいますけれども、観光データ基盤の構築というこ

とで、これまで観光事業者の方々にご協力いただき

まして、宿泊データ等をアナログで過去のデータと

していただいてございましたけども、今回の新型コ

ロナウイルスの感染拡大によりまして、地域全体の

現在の状況が把握できていないというような課題

が浮き彫りになりました。このため、地域全体のデ

ータを見える化し、タイムリーに把握をするという

ような基盤をつくりたいというふうに考えてござ
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います。そうすることによりまして、的確なマーケ

ティングを行うとともに、地域全体の収益性を高め

て、経済波及効果が増加するというふうに考えてご

ざいます。 

 概要でございますけれども、宿泊予約データを自

動に収集するシステムの開発、また、収集、蓄積し

たデータの分析と活用、それから新たな技術を活用

した新たなサービスの展開などを考えております。

現在、この事業につきましては観光庁の調査事業に

エントリーをしておりまして、もしそれで採択をさ

れれば全額、観光庁の予算、国の予算で実施をでき

るということで、今その結果を待ってるような状況

でございます。 

 次に、１６ページでございますけれども、豊岡ス

マートコミュニティの推進ということで、この事業

につきましては、トヨタ・モビリティ基金と協業で

昨年度より実施をしてございます。この新型コロナ

ウイルスの拡大によりまして、疎であることの価値

が見直されておりますけども、その非効率や弱点を

テクノロジーでカバーをし、フラットにつながるコ

ミュニティづくりを目指したいというふうに考え

てございます。 

 現在、主な取組といたしましては、竹野南地区を

中心にしたコミュニティの活性化の取組、それから

路線バスを中心とした公共交通の再編の検討、それ

から訪問系のモビリティーの共用、シェアの実験、

それから防災につきましてはＬＩＮＥ等を活用し

た情報収集システムの検討などを行ってるところ

でございます。 

 次、１７ページでございますけども、芸術文化観

光専門職大学との連携ということで、この４月１日

に念願の４年制の大学が豊岡市に開学になりまし

た。市としては、この大学が有する機能であります

とか多様な専門的人材、それから知識を最大限活用

することを基本とさせていただくとともに、学生の

地域における活動によりまして新たな価値の創造

でありますとか、学生の地域への定着を図っていき

たいというふうに考えてございます。 

 概要ですけれども、大学に設置をされますリサー

チ＆イノベーションセンター、自らＲＩＣと呼んで

おりますけれども、そうしたところとの連携により

まして、地域課題の解決に努めてまいりたいという

ふうに考えてございます。また、芸術文化観光専門

職大学に寄附ということで、８億円の寄附を大学法

人のほうにしたいというふうに考えてございます。 

 次、１８ページでございますけれども、アーティ

スト等の移住促進ということで、こちら、昨年度か

ら引き続き継続の事業でございまして、今年度、特

に新しい事業、大きな変更等はございません。青年

団との連携を進めることによりまして、アーティス

トでありますとかクリエーターの本市への移住を

促進したいというふうに考えてございます。 

 次は１９ページでございます。豊岡演劇祭の開催

支援ということで、深さを持った演劇のまちづくり

のリーディングプロジェクトであります豊岡演劇

祭の開催を今年度も支援したいというふうに考え

てございます。深さを持った演劇のまちというブラ

ンドイメージを構築するとともに、まちづくりと連

携した演劇祭として、地域課題解決のための実験の

プラットフォームとして位置づけまして、民間事業

との協業により事業を進めてまいりたいというふ

うに考えてございます。 

 事業の内容につきましては、今年度の事業の開催、

それから来年度の演劇祭の開催準備でございます。 

 次に、最後、２０ページでございます。城崎国際

アートセンターの運営ということで、こちらにつき

ましては継続事業でございまして、特に今年度、大

きな変更等はございません。アーティスト・イン・

レジデンス事業を中心に、これまでどおりの事業を

進めてまいりたいというふうに考えてございます。

以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） 環境経済部の説明は終わり

ましたけれども、環境経済部につきまして質問はご

ざいませんでしょうか。 

○委員（村岡 峰男） いいですか。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員、どうぞ。 

○委員（村岡 峰男） 幅広く事業の説明があったん

ですが、最初、自己紹介でも谷口参事が言われたよ
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うに、人材的に半分以下ですね、昨年度から見たら。

城崎アートセンターも所長がおられましたからね。

そういうふうに見ると、やれるんかと、お二人で。

これまで５人だったやつが、５人でかかられた事業

を２人でこれはやれと。この人事異動で何っちゅう

むごいことをするんだと一瞬思ったんですけども、

ただ単なる決意だけじゃなくて、やれるんかどうか

ね、これだけの膨大な事業を、まず聞きたいなと思

うんですが、ただ単なる決意というだけではなしに。 

○委員長（福田 嗣久） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） やってみるという挑

戦かなというふうに思っています。間違いなく組織

としてはすっきりする形になるので、意思決定だと

か協議も含めてみんなでやって、スピーディーに取

り組むっていう意味ではむしろ必要なことかも分

からない。コロナの中で、特にそういう意思決定を

これまでやってきて、もうみんなで協議をして結論

を早く決めて、すぐに進めろみたいなことをやって

きたので、その流れを通常の中でもやれるかという

ふうなチャレンジかなと思ってますので、前向きに

捉えてやっていきたいなというふうには思ってま

す。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 前向きに捉えてやっていかな

きゃならんのかなと思うんですけども、毎回見るた

んびにもう本当に大変だなと思った、午菴課長は何

だったんだいやと。なしで今度やれっていうわけで

しょう。ここで言ってもしゃあないのかな、人事で

言わなきゃ、僕は知らんけども、こんな感想を持っ

てます。以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様いかがで

しょうか。 

○委員（岡本 昭治） 一つ、すみません。 

○委員長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ７ページの但馬空港線の産業

用地の整備っていうのは構想の中に上がってきて

て、去年、おとどしぐらいでしたかね、募集ってい

うか、応募ですね、応募されそうな企業だか何だか

既にあるんだというような話をお聞きしたことが

あったんですけども、現状はまだできてないので、

本格的な勧誘っていうのはできてないかも分から

んだけど、何か動きがあるんでしょうか。 

○委員長（福田 嗣久） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 連絡を取り合ってる

企業さんはございます。また、整備のほうがまだこ

れからという状況ですので、ここは引き続き連絡を

取りながらという形だと思ってます。 

○委員長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 結構です。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○委員長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 谷口部参事の色が出とるんか

なと思って、先ほど村岡さんじゃないんだけど、よ

う張り切っとるなっていうのがよく分かっていい

んで、その張り切りをずっと続けれるように頑張っ

てほしいなと思いますが、その中でね、１０ページ

の基本方針の中に、豊岡の６つの地域の多様な魅力

を連携するＯｎｅ Ｔｏｙｏｏｋａ、非常にいい言

葉だなというふうに思うんです。でも、それってな

かなか合併以来、特に観光なんかを見てもそうなん

だけども、なかなか一つになるということが、それ

ぞれの環境が違うっていうことと、文化も違います、

歴史も違う、こういったところをどういうふうにし

て本当にうまく連携していくのかなと。これは本当

に大きな課題だと思います。でも、これはやらない

とやっぱり駄目だというふうに思っているので、こ

の辺のことについてより具体的にね、どうやって本

当にこの連携をする施策というんか、そういう仕組

み、仕掛けをしていくのかな。これは行政っていう

か、市役所だけではできない、もう地域の皆さんが

あってのことだから、これを単なる観光協会だけの

連携だけでは僕は駄目だろうと思うんですよ。この

辺を本当にどういうふうにつなげていくのか。しば

らくは見させてもらうけれど、結果、駄目でしたっ

ていうことにならんように、ひとつ、これは取組を



 7 

片方で急ぎながらやってほしい。これは希望です。

後で、また何かそれについて、いやいや、具体的に

こんなことも今考えていますいうことがあったら、

それを表してほしいと思います。 

 それから、それにつながっていくんだけども、１

１ページのここに書いてある、いわゆる先ほどの関

係と関連するようなことになってしまうんだけど

も、市内周遊だとか連携、こういったことに、これ

にまた合致していくのかなというふうに思うので、

この辺のことをちょっと併せてお願いをしたいと

思います、取りあえず。 

○委員長（福田 嗣久） 谷口部参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ご指摘のとおり、

観光協会だけの動きでは実際になかなか難しいっ

てことは分かってきてましたし、ヒアリングします

と、やっぱり事業者の方々が他の地域の情報をほと

んどご存じなくて、次どこに行ったらいいですかっ

ていうようなお客さんの問合せに対して、地域の魅

力を伝えられてないっていうようなことが分かっ

てきたので、というか、市外を案内されたいってい

う方もいらっしゃるっていうことが分かってきた。

そこを情報をいかに共有して、勧め合うかっていう

ような仕組みが大事かなというふうに思ってます

けれども、なかなかそれを実際にしていくのは難し

いとは思いますけども、そういった、もう少し観光

協会の下に下りた事業者のレベルで相互に連携し

合えるようなことを、意識も含めてやっていきたい

というふうに思っています。 

 それから、１１ページのところにも関わるんです

けども、例えば城崎でやっておられる、城崎で体験

できるステキ体験旅行社っていう取組につきまし

て、城崎でしか、それが情報が発信されてないとか、

出石は出石で公社やっておられることは出石でし

か発信されてなくて、城崎に泊まられた方が、出石

でこういった活動ができますよというようなこと

が、きちっと届けられてないっていう課題もありま

すので、そこをＴＴＩ、それからツーリズム協議会

が中心となって結んでいきたいというふうに考え

ています。頑張っていきたいと思います。よろしく

お願いします。 

○委員長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 今、例えば隣に福田さんがお

んなるけど、但東町はもうすぐしたらチューリップ

まつりが。 

○委員長（福田 嗣久） もう始まってます。 

○委員（椿野 仁司） 始まってるんですか。１４日

からと違ったっけ。 

○委員（椿野 仁司） 昨日か、そうか、始まってる。

それでね、そういう例えば四季に応じたいろんなイ

ベント、取組を、ただあそこではこんなことをやっ

ておられるということをやっぱりするんではなく

て、それをさらに今はコロナ禍だから、なかなかう

まいこといかないんだけど、やっぱりそういう取組

を、来られた方、市内も含めて、そういう何か情報

を提供してくれとるんだけども、この連携っていう

とこら辺がまだまだなのかなというところで、周遊

ということが出とったから、豊岡のそういった観光

地やそういったイベントの周遊を、どうやってそろ

えてＰＲしていくかっていうこともやっぱり大事

だなと思いますから、その辺。それから交通面でも、

やっぱり車で来てない人だとか何かそんなことも

あるので、金が多少かかることかも分かんないんだ

けど、何かそういった、一度そういうテストをして

周遊のバスを走らせるとかね、何かそんなことも考

えたらどうかなと思うんです。バス事業者が今、非

常に苦しんでおられるところがあるので、そういう

こともやっぱり取組を入れたらどうかなというの、

これは一応意見です。 

 それから最後に、１９ページの今いろいろと、今

日の神戸新聞にも出ておりましたが、深さを持った

演劇のまちづくりなんだけど、まだまだ市民的には

演劇をまちづくりにというところには、皆はてなマ

ークなんですよ。これを本当にどういうふうに、さ

らに市民の皆さんに理解を求め、そしてその方向、

そのまちづくりに対する、豊岡のまちづくりの、こ

れが全てではないと思うんだけど、演劇のまちづく

りと大きな旗を上げたわけだから、それは一体、本

当に目指すとこはどうなんだっていうとこら辺を
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もう少しより具体的にやっていかないと、何か今の

ままでいくと城崎のアートセンター、それから江原

の河畔劇場、そういう場所場所で何かやってるって

いうような捉え方をするから、そうではなくて、全

市的にどうなんだっていうとこら辺を、さらにやっ

ぱりこれは努める、市民の皆さんに理解をしてもら

える努力はもっともっとすべきではないかと思う

んですが、いかがですか。 

○委員長（福田 嗣久） 谷口部参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ご指摘のとおりの

課題感を持っておりまして、市民の方々の日常と演

劇との接点っていうものがほとんどないので、そこ

をきっちりつくっていって、自分たちの生活だとか

町にとって、どういった効果があるのかっていうよ

うなことを伝えていく必要が、理解していただく必

要があるというふうに思ってます。例えばコミュニ

ケーション教育をやってますけども、子供であった

り、その保護者の方々にとっては実感があるんだけ

れども、そうでない方々には分からないとか、発達

障害のことについてもそうですよね。そういった一

般の市民の方々の日常と演劇を、どう接点を持って

いくかっていうことが課題だと思ってます。これに

努めていきたいと思っております。 

○委員長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 最後の１点。例えば去年、演

劇祭を、まあまあ、コロナの中で思ったほどはでき

なかったと言いながらも、実績は上げたというふう

に思ってますね。その中でも、江原の、ここには清

水君おられるんだけど、江原の河畔劇場を中心とし

た演劇に対するまちづくりというんか、あれも結構

いろいろと商店街の活性化のために僕はすごく役

立ったと思うんですよ。そういう意味でいくと、単

なる演劇ということではなくて、あなたが言ってる

ように、まちづくりというのはそういった商店街の

活性化も十分考えられるし、観光っていうところも、

実際のところ、今は、神鍋にたくさんの宿泊はあっ

たという、実績が上がったっていうことも聞いてる

ので、そういう意味でいくと、こういうものがどう

いうふうに今の江原地域で、特定するとあれなんだ

けど、江原地域でどうだったのかなって、その結果

に、数字だけじゃなくって、地域の皆さんの反応は

いかがだったんですか。 

○委員長（福田 嗣久） 谷口部参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 特に江原の方々に

とっては、実感として町が変わりつつあるっていう

のは感じていただいてると思いますし、演劇祭期間

中だけではなくて、青年団が日常的に活動すること

が、目に見えて活動されているので、そのことによ

って市民の方々の町の参加も多分増えてると思い

ます。例えば江原駅前のあんまり使われてなかった

スペースを青年団の方々が掃除をして、新たな活用

方法を考えようっていうようなことをされると、そ

こに市民の方々が出てきて一緒にされるみたいな

ことも始まってますし、江原駅周辺では演劇、特に

意識はされてないかもしれませんけども、市民の

方々の意識も変わってきてるというふうに感じて

います。 

○委員（椿野 仁司） 以上です。もういいです。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よろ

しいですか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） １５ページの観光データ基盤

の構築のところで、これやっていただけるとは大変

いいことだなと思うんですけども、一つ本年度はた

しか３，０００万円ほどの予算を突っ込んでやって

いくということですし、先ほど説明がありましたよ

うに、観光庁の特別申請もするんだということです

けども、年度当初はそういう形でシステムが立ち上

がりました。あと、次年度からの運用という意味で

は、そこにも費用が当然かかってくると思いますけ

ども、概算でどれぐらいのことを考えておられるの

かという。 

○委員長（福田 嗣久） 谷口部参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） まだシステムの要

件定義っていうのはほとんどできてない状況で、こ

れから採択されてからやっていくので、今ランニン

グとして幾らっていうのは概算として出してはな

いんですけど、基本的な考え方といたしまして、事
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業者の方々が自分たちも負担をしてでもつくりた

いっていうようなものをつくろうっていうコンセ

プトでやっていまして、基本的に月に１万円程度は

負担をいただく。それで全ては賄えなくても、その

ランニングの一部は、市だけではなくて、事業者の

方々と一緒にその負担をしていくんだっていう基

本的なコンセプトでやっていまして、ただ単に市が

情報をいただくだけじゃなくて、それを事業者の

方々が１万円の価値のあるものとして返す、それは

どういうものなのだっていうことを今、議論をして

いて、今、城崎の旅館組合を中心にやってるんです

けども、大体、事業者の方々とは、これぐらいのサ

ービスであれば、これぐらい負担してもいいってい

うようなことは今、議論として合意しつつあって、

それを将来的には参加の事業者を増やして、市全体

に広げる中で、少しでも市の負担を減らしつつ、事

業者の方々に喜んでもらえる仕組みをつくってい

きたいというふうに考えています。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。それで結構で

す。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よろ

しいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続いて、コウノトリ共生部の説明をお願いいたし

ます。 

 農林水産課の柳沢課長ですね、どうぞ。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農林水産課の概要説

明は２１ページから２８ページまで、８つあります。

２１ページの農業ビジョンの推進から２４ページ

のコウノトリ育むお米のブランド化までを私、柳沢

が、２５ページの農業用施設管理及び基盤整備促進

事業から２８ページの水産業の振興までを井垣参

事が説明します。よろしくお願いいたします。 

 では、２１ページをご覧ください。農業ビジョン

の推進についてです。 

 現況と課題、基本方針ですが、農家戸数の減少、

農業従事者の高齢化により、農業を支える人材不足

が進んでいます。このため、２０１９年度末に策定

しました農業ビジョンに沿って、１０年先を見据え

て農業を守る取組を展開することとしております。

ビジョンでは、持続可能で幸せを感じる社会の実現

に貢献する農業の在り方を、豊岡グッドローカル農

業と表現して進めることとしております。 

 概要につきましては、農業ビジョンの取組を具体

化し、推進するため、農業ビジョン推進委員会を設

置して進めていきます。特徴的な事業としましては、

美しい農村と銘打って、農村の優れた景観の創出、

維持を行うモデル地区の取組を２か所で展開して

いく予定にしております。モデル地区は公募で選定

をしまして、美しい景観はもとより、イメージとし

て、再生可能エネルギーの徹底した利用であります

とか生き物との共生、農家レストランの経営など、

グッドローカル農業の具現化を突き抜けた形で表

していきたいというふうに考えております。これら、

農業ビジョンの推進に当たり、総務省の地域活性化

起業人の人材派遣制度を活用して外部人材を１名

配置しております。 

 続きまして、２２ページをご覧ください。有害鳥

獣対策事業の推進についてです。 

 現況と課題、基本方針ですが、野生動物による作

物被害は後を絶たず、農業者にとって大きな問題で

あります。農業者の生産意欲の減退、農地の荒廃に

つながっていきますので、継続した対応が必要です。

このことから、従来行っている獣害防護柵や捕獲柵

等の設置による防除対策を行うとともに、捕獲対策

として第３期のシカ有害被害撲滅大作戦、２０２０

年度から２０２２年度でございますけれども、年間

捕獲６，５００頭を目標に推進する予定です。特に

流し撃ち部隊による活動を推進し、鹿の生息状況に

応じた隙間のない捕獲に取り組む方針でおります。 

 概要についてですが、防除対策は、防護柵等の設

置や設置に対する補助の実施、地域再生協働員を引

き続き配置をして、継続して取り組んでいきたいと

いうふうに思っております。 

 次に、捕獲対策としまして、狩猟免許取得への補

助を行うなど、後継者育成を図ること。また、有害
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鳥獣捕獲班に駆除業務を委託することとして継続

実施をしていきたいというふうに思っております。 

 続きまして、２３ページをご覧ください。新規就

農者の確保・育成事業の推進、農業スクール開校事

業、若手農家の支援に向けた取組についてです。 

 現況と課題、基本方針についてですが、先ほども

申し上げましたとおり、農家数の減少と高齢化が顕

著に現れております。このままでは農業を支える人

材が不足することは明らかですので、新規就農者を

増やすというふうなことで取り組んでいきたいと

いうふうに思っております。特に若者や市外からの

移住者を対象に就農を進める方針を持っておりま

して、技術を学ぶ農業スクールの実施、そして農業

を始める際の初期投資費用等の支援を行うことと

しております。 

 概要についてですが、地方創生交付金を受けて、

本年度も農業スクールを継続実施します。本年度は、

新たに入校生が２名、在校生２名の計４名が研修を

行うこととしております。就農に係る支援としまし

ては、農業用機械の購入費等の補助による初期投資

費用の支援や、就農希望者ともつながるイベント等

への出展を継続して行っていきたいというふうに

思っております。 

 続きまして、２４ページをご覧ください。コウノ

トリ育むお米のブランド化、海外輸出の推進につい

てです。 

 現況と課題、基本方針ですが、コウノトリ育む農

法による栽培面積は、２０２０年度で４２５．７ヘ

クタールとなっておりまして、育むお米は一般のお

米の約１．２倍から１．５倍の価格で買い取られて

るというふうにお聞きをしておりますけれども、生

産者の所得向上につながっているというふうに考

えております。このことは、消費者は高くてもコウ

ノトリ育むお米に価値を見いだして購入していた

だいてるというふうなことですけれども、さらにブ

ランド力を高め、消費拡大を進めていくことが必要

だと考えております。持続可能な強い豊岡農業を確

立するため、コウノトリ育む農法による栽培面積の

拡大と育むお米の消費拡大をさらに進めていく方

針でおります。 

 概要についてですが、海外の取組としてアメリカ、

オーストラリア、香港の３か国を中心に本年度は計

画をしております。日本食レストランやエキスポへ

の出展などを通じ、販売促進に努めていきたいとい

うふうに思っております。なお、この新型コロナウ

イルスの影響によりまして、なかなか海外へ出向い

ていくということができませんので、販促活動を先

行きが見通せないという状況もありますけれども、

現地のバイヤーさん等と連携を取りながら、情報発

信もしながら、今後の状況を見極めて進めていきた

いというふうに考えております。 

 私からは以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） 次は、井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） よろしくお願いし

ます。引き続き２５ページをご覧ください。農業用

施設管理及び基盤整備促進事業についてです。本年

度も市が直接管理しています広域基幹農道の維持

管理、また土地改良区など、農業者の皆さんの要望

にお応えするため事業を進めています。 

 概要をご覧ください。事業主体が兵庫県の案件か

らです。１、北但地区農道橋耐震化及び長寿命化事

業です。耐震化事業は、五条大橋の橋脚補強１脚と、

蓼川大橋で落橋防止を５か所予定しています。また、

長寿命化事業として、蓼川大橋で鋼材部などの塗装

と支承の防食対策を２径間で実施いたします。 

 以降の事業は、事業主体が市となります。２、基

幹農道トンネルＬＥＤ化事業です。市内に農道トン

ネルが４か所ございまして、神美トンネルから順次、

照明施設をＬＥＤ灯に更新する工事を進めてまい

ります。 

 ３、農免農道安全対策事業です。日高町山宮地内

のブロック積み擁壁に変状がございまして、こちら

の対策のための詳細設計を行うこととしておりま

す。 

 続きまして、２６ページをご覧ください。多面的

機能支払交付金事業です。 

 現況と課題、基本方針に変更はございません。 

 概要をご覧ください。共同活動への支援と施設の
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長寿命化への支援です。対象及び単価はご覧のとお

りで、共同活動については１２１組織、長寿命化事

業につきましては９０組織に交付する予定でおり

ます。現在、各組織の皆さんにおかれましては、本

年度の活動計画の検討や施設の点検などを行って

いただいているところです。 

 続きまして、２７ページをご覧ください。林業の

振興についてです。こちらも現況と課題、基本方針

に変更はございません。 

 概要の２、森林管理１００％作戦推進事業は、森

林所有者が造林事業などで行う間伐や作業道開設

に対し、その一部を県と市が連携して補助を行うも

ので、ご覧の事業量を予定しているところです。 

 ３、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備事業です。

高齢人工林を対象に、林業事業者が事業主体となり、

災害に強い森づくりを目指して３か年サイクルを

基本に行うもので、ご覧の事業を予定してございま

す。財源は県費１００％で、県民緑税が充当されま

す。 

 次に、４、森林環境整備事業です。森林環境譲与

税を財源としています。豊岡市林業ビジョン検討委

員会運営では、昨年度コロナの影響で開催できずに

いたもので、今年度こそ開催したいというふうに考

えております。森林環境保全対策事業補助金は、林

道の補修や緊急度の高い危険木の伐採等、比較的小

規模な森林の課題を改善するため、補助制度を新設

したものでございます。 

 続きまして、２８ページをご覧ください。水産業

の振興についてです。 

 基本方針をご覧ください。２０１７年度に策定し

ました豊岡市水産業振興基本計画に明記していま

す、以下にある４つの重点方策アクションプランに

基づき、事業を実施します。 

 概要をご覧ください。津居山港水産基盤再編更新

計画検討業務に係る支援につきましては、ご覧のと

おりですが、先ほどの森林環境整備事業の豊岡市林

業ビジョン検討委員会と同様、コロナの影響を受け、

遅れておりますので、昨年予定していた業務の一部

と併せまして実施するようにお聞きしているとこ

ろです。また、ここに記しておりませんが、ほかに

コロナの影響によりまして、過大になった在庫水産

品の利活用を支援するため、昨年度同様、缶詰を５，

０００個購入し、災害時の備蓄品として活用いたし

ます。 

 農林水産課の主要な事業の概要は以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） これまでコウ

ノトリ共生課からは、２本、概要を説明しておりま

したけども、今年の４月から地球温暖化防止対策に

つきましては生活環境課のほうに移管されたとい

うことで、本日はコウノトリ野生復帰の推進１本の

概要説明をさせていただきます。 

 ２９ページをお開きください。２０２１年４月１

日現在ですが、野外には２２０羽のコウノトリが暮

らし、国内の繁殖地は関東を含む１府６県１０市に

広がりました。また、本年のことですけども、県内

では但馬地域以外で初めて淡路市で産卵、ふ化に至

り、昨年の関東地方での繁殖に続き、新しい地域で

の繁殖に期待は高まっているところです。そのよう

な中、コウノトリを環境のシンボルとしたまちづく

りを行おうとする自治体も増えてきており、再び豊

岡の取組が先進事例として注目されるようになっ

てきました。 

 本課では、概要の中段以降ですけども、概要に記

載のとおり、１、市民との協働による生息環境整備、

２、ラムサール条約湿地を活用した環境教育、３、

生物多様性保全のための希少動植物保護など、湿地

生態系の再生を核とした環境づくり、地域づくりを

行っております。また、市民団体と協力した野外コ

ウノトリの見える化支援等により、地域のつながり

づくりであったり、情報発信業も行っております。 

 本年は、昨年延期された第６回コウノトリ未来・

国際かいぎを１０月３０日、３１日に開催する予定

としており、このような機会も積極的に活用しなが

ら、小さな世界都市の実現に努めてまいりたいと考

えております。 

 説明は以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 続いて、地籍調査課、依田
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課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） よろしくお願いしま

す。３０ページをご覧ください。地籍調査事業の推

進についてご説明いたします。 

 現状と課題です。現在は、国が重点的に推進しま

す防災・減災対策に資する土砂災害等の危険箇所や

公共事業連携を図れる区域を中心に調査を推進し

ております。特に公共事業連携では、先行地籍調査

事業によりまして、山陰近畿自動車道の豊岡北から

竹野間、江野、竹野町林、坊岡地区の現地立会い調

査を今年度から本格的に実施してまいります。また、

豊岡北から城崎間は、公表されております２キロ幅

圏内で、一部地域に着手することとしております。

これらに加えまして、北近畿豊岡自動車道関係で調

査してきました区域に隣接します箇所など、平野部

の調査を進めていく方向でございますが、国が重点

箇所とする土砂災害防止に資する区域との合致が

難しくなっておりまして、調査の進め方に今後、課

題となってきておる次第でございます。なお、調査

を行いまして登記修正を完了しました区域につき

ましては、地籍調査支援システムを活用しまして、

地籍調査の成果管理と一筆図証明などの発行を行

っている次第でございます。 

 基本方針としましては、地元住民や地権者の調査

に対する理解と協力を得るため、現地立会い調査前

に地元説明会や地権者説明会を開催しております。

各地区ごとに推進委員会を組織していただきまし

て、円滑な調査事業の推進に努めてまいっておりま

す。また、筆界確認等に関しましては、豊富な知見

を有します、現地調査能力の高い土地家屋調査士に

業務委託を行うことなどによりまして、より精度の

高い調査への取組を進めてまいります。 

 概要について説明いたします。まず、１番目です。

２０２０年度末の地籍調査の進捗率におきまして

は、何分にも地番面積が多いものですから、１２．

１％となっております。今年度末には０．８％増の

１２．９％になる見込みでございます。 

 次に、地籍調査は、通常１つの区域当たり３年を

かけて調査してまいります。表示しております２番、

３番、４番は、それぞれ上から地籍調査の１年目、

２年目、３年目の調査項目と、今年度の調査区域数

及び調査面積を記載しております。 

 説明は以上で終わります。 

○委員長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 コウノトリ共生部関係で質問はございませんか。 

○委員（村岡 峰男） 一つだけ聞かせて、じゃあ、

聞かせてください。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ２６ページかな、これは多面

的機能の関係なんですが、一つは国の事業ではある

んですが、まだ取り組んでない集落っていうのも相

当あると思うんで、どの程度の取組、これをやっと

る集落が全体の関係でどの程度かっていうのが１

点と、この事業の中で共同活動には取り組んでます。

だけども、この施設の長寿命化とは別の事業になる

んかな。共同化だけしかしてない、だけど、今年は

長寿命化にも取り組もうかっていうような、そうい

う選択ができるのかどうか、教えてください。 

○委員長（福田 嗣久） 井垣参事、どうぞ。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） １つ目のお尋ねの

どの程度というのは、どういいますか、集落数が市

内にどれぐらいあって、今、活動されてる集落がど

れぐらいあるかということなんでしょうか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 申し訳ありません。

ちょっと今、分かっておりませんので、後ほどお答

えさせていただきます。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 現在、活動を行っ

ていただいてる集落数というのは、共同活動につい

ては１６４集落、長寿命化活動については１３３集

落でございます。 

 ２つ目の現在、共同活動を行っていただいておっ

て、今年度、これから申出により長寿命化活動がで

きるのかというお尋ねかと思いますけども、これに

つきましては毎年、予算策定前の１０月末ぐらいが

恐らく期限だったかと思いますけども、それまでに

申し出てほしいということで、夏頃から現在活動を
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されておられる組織には長寿命化を、あと農会長さ

ん等々に共同活動を含めた活動はいかがでしょう

かというご案内をさせていただいておるところで

す。以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい、いいです。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様ございま

せんか。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） コウノトリ育むお米のブラン

ド化のことでちょっと聞くんだけど、海外輸出の推

進ということでやるんですね、ページはどこだ、２

４ページか。それで、毎回っていうことはないけど

も、時々こうやって委員会で質問があったりもする

んだけども、要は地元の消費って、このコウノトリ

の育む米ってどれぐらいあるのかなと。いわゆる海

外に一生懸命、今、販路を見いだそうとして努力し

ていることはよく分かるんだけども、地元のこの豊

岡でどれぐらい本当に消費されてるのかっていう

のはちょっとよく分かんないんで、どれぐらいある

のかなというのをちょっと教えてほしい。 

 それからもう一つ、海外でやられる、職員も行っ

たりして、一生懸命売ろう売ろうとしてくれてるん

だけども、取っかかりとしてはそれが大事だろうし、

そういった地元の協力とか海外の協力、いろんなと

ころに扱ってもらえる協力をしてもらう、これ最終

的に販路はどういう形で、市役所がいつも関わり合

いを持たなくてもいい軌道にどういう形で乗って

いくのかなと、目指すところはどうなのかなってい

うとこら辺が、ちょっとよく分からないんで教えて

ほしいと思います。その２点。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、どうぞ、柳沢課

長ですね。 

○農林水産課長（柳沢 和男） １つ目の質問ですけ

れども、地元でどのぐらいの消費があるのかという

ことにつきましては、ちょっと数字は承知をしてお

りません、分かりません。ただ、いろんな場面でお

話を聞いたりする中で、なかなか消費されてないと

いう現状もあるというふうに認識をしております。

特に宿泊関係のところでお使いいただいてるかど

うかっていうふうな点につきましても、なかなか少

ないんだろうなというふうな感触も持っておりま

すので、まずは市の中で消費をしていただくような、

そういったところも重要だという認識には立って

おります。数字のほうは申し訳ございませんけれど

も、つかんでおりません。 

 それと、２つ目でございますけれども、海外販路

の関係です。今、市役所が一生懸命先頭に立ってや

ってるような状況でございます。本来であれば、米

を扱っていただくような業者のところでやってい

ただくというのがいいというふうには思ってると

ころですけれども、なかなかそこが、どういうんで

すか、順調に動いていかないというふうな状況もあ

りますので、関係のところと連携を取りながら、市

のほうができる部分を頑張って今やらせていただ

いてるというふうに思っております。今のような形

がベストだというふうには思っておりませんので、

本来、側面支援であったりいうふうなことが、市の

やるべきことかなというふうには思っております

ので、そういったところをにらみながら、事業のほ

うは進めていきたいというふうに思っております。 

○委員長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 私も旅館をやらせてもらって

ますけども、原材料が高過ぎて、なかなかお客さん

にそのお米を食べていただくような状況ではない

んですね。でも、地元のお米を扱ってるわけですよ

ね。だから、この辺をもう少し何か、何ていうかな、

コウノトリ育む米と言ってお出しすることはいか

がなものかというふうに思うんだけど、ブランド化、

そういうブランドではないんで、でも、何か地元の

お米という売り方の中で、もう少しコウノトリとい

うものを引っかけていけないのかなというとこら

辺がちょっといつも気になるところで。ええ、出す

側の演出が何かできないのかなと、地元のお米とし

てね、いうことをちょっと感じました。これは意見

です。だから、また何かあれば工夫をしていただき

たいと思いました。 
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 それから、あとは今の海外の取組なんだけども、

今、柳沢君が言うように、本当にやっぱり今のとこ

ろはなかなか、いわゆる業者にお任せするところま

でいってないんだろうけれども、でも、最終的には

そういう形をやらないと、いつまでも市役所が関わ

り合いを持ってるというのはいかがなものかなと

いうふうに思います。あくまで支援という形でやっ

ていくべきであって、主体性は一体どこにあるのか

なということになると、ちょっとその辺はこれから

本末転倒にならないように、やっぱりそうやって目

指す方向をしっかりとやっていただきたいという

ふうに思ってます。これも意見です。以上です。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よろ

しいですか。 

○委員（岡本 昭治） すみません。 

○委員長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 今のコウノトリ米のところで

すけども、面積が２０２０年度で４２５．７ヘクタ

ールということで書いておられますけども、米とし

ては有利なお米なんだよっていうことで認識され

てますし、増えていかなきゃいけないんだけども、

増えないっていう現状があるということも何かお

聞きしましたので、それに対する調査をやるという

ような、どういう形で増やすようにしていくかとい

う何か、また何で増えないのかなということも考え

てやるというようなお話をどこかで聞いたような

気がするんですけども、この中にはその施策が入っ

てないんですけども、別のとこに出てくるんでしょ

うか、それとも、まず確認させていただきます。 

○委員長（福田 嗣久） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 委員ご指摘のとおり、

新年度予算の説明のときにもご説明をさせていた

だきました。今回、事務概要に載させていただいて

ますのは輸出の部分だけを切り取らせていただい

て、載させていただいてますけども、おっしゃって

いただいたように、栽培面積もここに来て少し減少

傾向があるということでございます。ですので、先

ほどから言ってますように、高齢化してくると、な

かなかこれに取り組んでいただけないというよう

な状況もありますので、現状がどうなのかというあ

たりを今、調査をさせていただいておりまして、じ

ゃあ、どういうふうな守り方ができるのか、維持あ

るいは拡大ができるのかっていうあたりで、個人ご

とにお願いをするというのももちろん要りますけ

れども、組織として伸ばしていくということも必要

でないかなということも少しにらみながら、現状を

把握するとともに戦略を立てていきたいと、そうい

うふうなことで今、調査をさせていただいてるとい

うところでございます。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○委員長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 次に、２８ページの１番、概

要のところの津居山港水産基盤再編更新計画検討

業務っていうのがあるんですけど、これ内容、どん

な内容なんでしょうか、ちょっと教えていただきた

いんですが。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 申し訳ありません。

委託業務自体は、但馬漁業協同組合さんが実施され

ます。津居山漁協の利活用の促進や現在あります施

設、年がたっておるものもかなりございまして、そ

ういったあたりの更新計画ですとか、先ほどとちょ

っとダブりますが、津居山港全体のさらなる、どう

いうんでしょうか、利活用の促進を含めたあたりの

委託業務を実施されるということで、市のほうはお

話を伺いながら２分の１の補助をさせていただく

というふうなメニューになってございます。以上で

す。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） ついでにもう一つ、２９ペー

ジの一番下の生物多様性保全の推進の中で、自然生

態系保全事業、アベサンショウウオですかね、これ

但東かあっちのほうでされるんですか、それともど

ういう保護をされているのか、ちょっとお聞きした

いと思います。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 環境省がまず
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神鍋の大岡山を。 

○委員（岡本 昭治） ああ、神鍋ですか。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 保護区にして

おりますので、そこのモニタリングといいますか、

監視を環境省とともにやっております。もう一つ、

これは地域は名前は伏せているんですけど。 

○委員（岡本 昭治） あんまり行かないように。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 行ったらいい

んでしょうけど。旧豊岡市内のあの辺に生息してる

ことは分かっておりまして、ここもコウノトリ市民

研究所とともにモニタリングをして、変化を確認し

つつ、保護しております。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 今、話が出てるように、アベ

サンショウウオと出石川にたくさんいるサンショ

ウウオとは違うものという認識でいいんですか。こ

れ小さいんですか。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 出石川のオオ

サンショウウオは大きなものでは１メーターぐら

いになります。一方、アベサンショウウオは大きな

ものでも十数センチ。 

○委員（岡本 昭治） ああ、そうですか。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） アカハライモ

リぐらいのものを想像していただければ結構かと

思います。 

○委員（岡本 昭治） そういうのがたくさんいると

いう。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） たくさんとい

うほどいないので、希少種ということで、我々は環

境などをモニタリングしつつ保護に取り組んでる

ということでございます。 

○委員（岡本 昭治） ああ、分かりました、ありが

とうございました。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よろ

しいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それじゃあ、コウノトリ共生部の質疑は終了いた

します。 

 続いて参ります。次は、都市整備部の説明をお願

いいたします。 

 都市整備部の建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） よろしくお願いします。

建設課からは２件の事務概要についてご説明させ

ていただきます。 

 まず、３１ページをご覧ください。市道整備の推

進です。市道の整備につきましては、今年の３月に

策定しております豊岡市道路整備計画、これは今年

度から２０３０年度までの１０年間の計画です。こ

れに基づきまして、市域内のネットワークとなる幹

線道路を中心に道路整備を行っていきます。特に継

続路線については早期完了を目指しまして、２０２

１年度につきましては、概要に示しております４路

線につきまして整備を進めていくこととしており

ます。 

 １番目の市道福田宮井線につきましては、栃江橋

の架け替え工事でありまして、これは継続事業です。

既に両側の橋台、それから桁もかかっておりまして、

今年度はＵ型水路であったり、遊水地の工事を予定

しております。 

 ２番目の上野線の道路整備、これは上野橋の架け

替え事業です。こちらも橋台２基のうち１基は完成

しております。もう１基につきましては今年度予定

をしております。あと、橋脚につきましても２基あ

りますが、それも既に完成をしております。 

 それから、３番目の市道池上日吉線道路改良事業

ですが、これは今年度全体事業９８０メートルのう

ち１８０メートルということで、水路に蓋をして歩

道を設置するわけですが、構造物の工事は今年度で

完了いたしまして、来年度、順調にいけば舗装工事

をして完成という予定としております。 

 最後の４番目の市道風早線道路改良事業につき

ましては、これは新規事業ということで、城崎大橋

の関連事業ということで、今年度から着手をさせて

いただく予定としております。 

 続きまして、３２ページをご覧ください。橋梁長

寿命化事業の推進です。豊岡市には橋長が２メート

ル以上の橋が１，２４９橋あります。これにつきま

して、２０２０年の３月に豊岡市道路橋長寿命化修

繕計画を策定しております。これに基づきまして、

計画的に橋梁の修繕や架け替え工事を行っており
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ます。 

 今年度につきましては概要に示させていただい

ておりますとおり、補修工事につきましては、気比

橋を含めまして全２８橋、それから業務委託といた

しましては、竹野の松本橋を含みまして５橋の橋梁

補修設計を行うとともに、道路橋の定期点検という

ことで、これは法律で５年に一度、近接目視による

点検をしないといけませんので、今年度につきまし

ては４１４橋の橋梁を点検することとしておりま

す。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 続いて、石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、都市整備

課からは４項目説明させていただきます。 

 ３３ページのほうをお開きください。公園施設長

寿命化計画です。 

 現況と課題、基本方針についてですが、市が管理

します公園について、特に都市公園につきましては、

２０１９年度に公園施設長寿命化計画を策定いた

しまして、社会資本整備総合交付金、あるいはまた、

公共施設等適正管理推進事業債の財源を活用しま

して、補助事業あるいは起債事業で公園施設の更新

も併せて実施しているところです。 

 概要についてですが、都市公園のうち、防災・安

全対策を目的とした社会資本整備総合交付金事業

では、対象面積が２ヘクタール以上の公園で４公園

ございます。遊具やフェンス等の公園施設が対象と

なります。なお、２ヘクタール未満の公園では１３

公園ございまして、遊具のみの更新が対象となりま

す。２０１９年度から２０２３年度までの５か年を

計画期間といたしまして、補助率は２分の１でござ

います。また、２０２１年度は、２０２０年度から

の繰越事業１公園、これは中央公園のいこい、通称

ＳＬ公園ですが、そこを含めて市内３公園の遊具を

更新する予定です。 

 また、施設の長寿命化対策を目的とした公園施設

等の適正管理推進事業債では、対象面積が２ヘクタ

ール未満の公園で１６公園ございまして、フェンス

等の公園施設のみが対象となります。２０２０年度

から２０２１年度、今年度ですが、の２か年を計画

期間といたしまして、起債充当率は９０％で、今年

度の元利償還に係ります交付税算入率はおおむね

２分の１、５０％です。２０２１年度につきまして

は、出石城公園の登城橋の改修工事を行います。 

 続いて、３４ページのほうをご覧ください。Ｗｅ

ぷらざ整備事業です。 

 現況、課題、基本方針についてですが、こちら、

１９９１年３月に整備されました江原駅のＷｅぷ

らざは、竣工後３０年が経過し、屋根からの雨漏り

が絶えない状況にあります。今回、抜本的な雨漏り

対策として、自由通路及び東西階段の屋根、天井を

改修し、あわせて経年劣化が著しい内外壁の修繕を

行うということとしております。 

 概要です。事業費につきましては１億９，３５９

万５，０００円、財源には公共施設等適正管理推進

事業債として１億７，３７０万円を、また、公共施

設整備基金として１，９８０万円を充当いたします。 

 内容といたしましては、軌道敷上の自由通路、屋

根、外壁の改修工事につきましては、ＪＲへの委託

工事となり、今月中には業務契約の締結を図ること

としており、順次、工事着手していただくこととな

ります。 

 また、軌道敷以外では、市が発注する工事となり

まして、主には自由通路、東西の階段屋根、天井、

内外壁の改修工事を行う予定です。４月から５月ぐ

らいに実施設計業務を行い、６月中には工事発注し、

７月以降に工事着手というふうな予定としており

ます。 

 いずれにしましても、ＪＲとの委託工事と並行す

ることとなりますので、十分ＪＲとは調整を図りな

がら工事実施に努めたいというふうに考えます。 

 続いて、３５ページ、空港の利用促進と利便性の

向上です。 

 現況と課題、基本方針です。コウノトリ但馬空港

は、１９９４年の開港以来、豊岡市をはじめ、但馬

地域の活性化に大きく寄与したところです。しかし

ながら、昨年の２０２０年度の利用は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響を大きく受けまして、結
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果的に３月３１日現在の速報値で、対前年度２万４，

９１１人減の１万５，６４８人という結果でありま

した。今年度もコロナ禍の状況で大きく利用に影響

を及ぼすことが予測されますが、引き続き但馬と首

都圏を結ぶ東京直行便の開設に向けた、但馬－伊丹

線の年間利用率を７０％とするターゲット７０を

継続して積極的に取り組みたいというふうに考え

ます。 

 概要です。１番から４番まで項目を上げてます。

まず１点目につきましては、県、但馬広域行政協議

会、市などとの東京直行便開設に向けた日本航空株

式会社及び日本エアコミューター株式会社への陳

情、要望を、５月中旬頃を予定をしております。 

 ２点目としましては、県による但馬空港のあり方

懇話会についてです。国が定めます滑走路端安全区

域、通称ＲＥＳＡと申しますが、基準適用に合わせ

るべく検討がなされているものですが、懇話会での

提言を受け、滑走路延長の必要性や規模、その他の

機能強化の必要性が明らかになれば、県が事業化に

向けた検討を進められる予定です。本来２０２０年

度に懇話会の集約をなされる予定でもありました

が、コロナ禍によりまして、今年度中の集約に向け

た懇話会を２回程度開催するよう変更すると伺っ

てます。 

 ３点目、４点目については記載のとおりです。 

 ３６ページです。バス交通の充実と利用促進です。 

 現況と課題、基本方針についてですが、地域公共

交通の基盤でありますバス交通について、今年度も

継続して国県と協調し、主要バス路線の維持確保に

努めたいと考えてます。また、路線代替交通として

運行してます市営バスイナカーについても８路線

で継続運行し、地域主体交通のチクタクについても、

引き続き出石、但東の４つの地域で継続運行をいた

します。また、今後は、新たな交通モードの検討と

することによって、公共交通の基盤でありますバス

交通の維持、推進を図ることとしてます。 

 概要です。主な取組についてですが、１点目の主

要バス路線の維持については、先ほど現況で述べま

したとおりです。 

 ２点目の地域実情に合わせた新たな交通モード

の検討です。現在、竹野南地域にあっては、イナカ

ー竹野南線の床瀬三原線が定着しているところで

すが、地元では、人口減少や地域の実情から、地域

コミュニティを中心に今後の交通の在り方につい

て検討がなされようとしてます。また、他の地域に

ついても、今後の高齢化対策として、福祉関係も一

緒になった公共交通の在り方についても検討がな

されようとしてます。こういった今後のスマートコ

ミュニティ推進機構との連携を深める取組を考え

ているところです。 

 ３点目については、地元地域とバス事業者と市の

三者協働で、社会実験として始まりました神鍋高原

線の上限２００円バスの運行実施です。２０１１年

１０月から２０１７年９月までの社会実験を経て、

活性化運行、協働運行を継続していますが、２０２

１年度に足かけ１０年が経過いたします。今後、人

口減少に相まって利用者も年々減少している状況

の中で、今後の在り方について、地元との協議、調

整をしていきたいというふうに考えます。 

 ５点目のほうですが、２０１９年度から２か年の

予定で、トヨタ・モビリティ基金からの助成でもっ

て、イナカー、竹野海岸線における運行事業者と地

元住民などと協働した新しい交通モードが昨年の

４月にスタートいたしました。２０２０年度の事業

として、夏期シャトルバスの実証運行におきます利

用者確保に向けた再編調査を実施する予定でした

が、新型コロナウイルス感染症拡大により、効果的

な検証が見込めないためと判断いたしまして、本年

度に予算を、前年度からの予算繰越しをして実施し

ようとするものです。 

 都市整備課からは以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） ３７ページをご覧い

ただきたいと思います。建築住宅課から４項目報告

させていただきたいと思います。 

 まず、１つとしまして、３７ページ、市営住宅の

管理についてでございます。 

 現況と課題に書いております。現時点におきまし
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て管理しておりますのが、１８５棟、市営住宅関係

ございます。９７０戸、これらの管理をしながら運

営していくという形で、その下段書いておりますけ

ども、耐用年数２分の１経過が１６０棟いうことで

もう８６．５パー、老朽化がどんどん進んで、それ

に伴います修繕等も増えてきておるという状況で

ございます。あと、使用料の関係の徴収ということ

で、徴収につきましては、記載しております２０１

７から２０１９、３か年は現年度分１００％、職員

頑張る中で達成できとると、今年度も年度末越えて、

今、精算を一生懸命頑張っとるという状況でござい

ます。 

 基本方針書いております。長寿命化に基づきまし

た市営住宅の適切な管理運営、そして、本来の目的

であります低所得者に対しての公営住宅の提供と

いうことでございます。あと、それ以外の項目、目

的外使用の利活用とか滞納の対策と書いておりま

すけども、それらの取組としまして、概要に書いて

おります。 

 市営住宅の維持管理ということで記載しており

ます今森住宅の１号棟エレベーターの改修、それ以

外、（２）にも書いております。これらの修繕等工

事を行いまして、維持管理をしていきたいと。 

 ２点目に、住宅使用料等の滞納対策ということで、

（１）の中で滞納対策としまして、支払い督促、ま

た即決和解、また退去した方につきましても、支払

い督促とか少額訴訟、こういった法的措置というも

のを組みながら、滞納対策を進めていきたいという

ふうに考えております。 

 あと、３に、市営住宅の用途廃止に向けた取組と

いうことで、昨年も報告させていただきました。一

本松住宅、出合市場住宅、この２住宅を、まず目の

前、用途廃止に向けた取組として、転居いうことで、

今年度から３か年、最長でも５年という前提で転居

の事業を開始します。新たなところに転居していた

だくという取組を行う予定にしております。 

 あと４の市営住宅の空き室活用いうことで記載

しておりますとおり、定住促進お試し居住で、記載

の５住宅になります。５住宅で全部で対象が１５は

ございますけど、１５の部屋のうち、今１２戸が埋

まっとる状態という状況でございます。今年度、新

たに１５戸の戸数を３戸増やして、１８に今して、

また新たに拡大して取り組みたいと考えておりま

す。 

 下段に書いております栄町住宅の市内の大学、県

立大の分ですけども、の方の転入の居住先として活

用しとるもの、これが１４戸ございまして、現在１

４戸のうち１４戸、満室状態での利用をいただいと

ると。これも今年度追加で２戸増やして対応してい

きたいというふうに考えとるものでございます。 

 次に、３８ページ、民間住宅の耐震化の促進とい

うことで、ずっとこれまでからやってきております。

記載しております１９８１年５月３１日以前、つま

り、旧耐震での建築物に対する耐震化への推進とい

うような形になります。 

 一応、概要のところに書いておりますけども、流

れとしましては、まず簡易耐震診断を推進するとい

うことで、個人負担は無料で簡易耐震診断を実施し

ていただいて、その結果を受けて、２の住宅耐震改

修工事の推進という中に、（１）で豊岡市住まいの

耐震化促進事業補助金としております。これが社会

資本整備総合交付金の事業を、交付金を使っての事

業になります。その中には、全体補強いうことでの、

アの全体補強の計画の策定をかけて、その後、イの

耐震改修工事費補助もしくはウの部分補強として

の簡易耐震改修工事費補助、これらの補助を受けて

いただいて、耐震化を進めていただくという制度を

設けております。エのところでは、防災ベッド等の

設置助成ということで、これは防災ベッドそのもの

を購入していただくという形に対する補助という

ものでございます。 

 （２）のところに、豊岡市耐震リフォーム補助金

としております。これが市の単独事業でございます。

アのとこに、居室等補強型耐震改修工事費補助とし

ておりますけども、今年度から国の耐震関係の制度

が若干見直しありまして、そういった関係で、全体

の事業ちょっと見直しした中で、今年度からは耐震

改修工事と、それに付随したリフォーム工事の補助、
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これをもうセットで市単については補助をしてい

くという形での制度で運用していこうと考えてお

ります。それと、イのところに書いております豊岡

市住まいの耐震化促進事業加算型リフォーム工事

費補助ということで、これにつきましては、先ほど

社会資本整備総合交付金事業と申しました。これに

ついてはリフォームに対する補助がございません

ので、市単でこのリフォームをセットにすることに

よって、耐震化の工事も推進していきたいというこ

とでございます。こういった制度をもって、管内の

耐震化率の向上に向けて推進をしていきたいとい

うふうに考えているものでございます。 

 ３９ページに、老朽危険空き家対策の推進という

ことでしております。 

 現況、２行目以降書いておりますけども、特定空

家２戸、早急な対応が必要と思われる空き家が２０

戸、このまま放置では将来危険な空き家となるおそ

れがある空き家が３６戸、その他１０６戸、計１６

４戸としております。申告等ございました、あと、

追加で情報をいただいた中での現時点での数字で

ございます。 

 概要に書いてありますけども、取組としましては、

空家等対策協議会の運営ということで、委員会、協

議会においていろいろな検討をいただいた中で、具

体的な事業も推進していきたいというふうに考え

ております。 

 ２の老朽危険空き家の除却ということで、（１）

老朽危険空き家除却支援事業補助ということで、補

助内容は記載しておるとおりでございます。今年度、

この補助を使っての除却を、予定としては３件、何

とか取り組みたいというふうに考えてるところで

ございます。 

 続きまして、４０ページ、ご覧いただきたいと思

います。土砂災害特別警戒区域内の住宅等の対策と

いうことで、ご承知のとおり、土砂災害特別警戒区

域の区域指定を行われました。豊岡管内で９７２か

所ございます。これらの地域における区域内におけ

る住宅の除却、新たな家を確保する、移転しての住

宅建設、もしくはそこの地域で防護壁等を設置する

といったときに対する支援、補助制度を設けて、対

策を強化したいというふうに考えとるとこでござ

います。 

 概要のとこに書いております。１のとこに、豊岡

市住宅土砂災害対策移転支援事業ということで、移

転については、（１）の移転に関するもの、（２）

の除却に係るもの、それぞれ補助内容は記載してお

ります。移転につきましては、ちょっと見にくいん

ですけども、②のとこに書いております、まず下の

２行目のとこに書いてある、利子補給上限というこ

とで、新たに家を建設しなるときに、借り入された

資金に対する利子補給上限４２１万円と、県独自で

上乗せを２００万円して、６２１万円の補助と、基

本は１０分の１０補助という考え方での制度を持

っております。（２）では除却で、記載しておりま

す３分の２補助の１３３万３，０００円という制度

です。 

 下の２の土砂災害対策防護壁等整備支援事業、こ

れが先ほど申しました防護壁を設置するときの支

援事業でございます。それぞれアとイで住宅建築物

記載しておりますけども、それぞれ２分の１補助で、

記載の７５万円もしくは４５０万円という形で制

度を設けておると。だから、現実的にはなかなかこ

れの適用される、手挙げられる方は現実にはないと

いうのが現状でございますけど、推進はしていきた

いというふうに考えております。 

 建築住宅課も以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質問はございませんか。 

○委員（村岡 峰男） いいですか。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 建築住宅課の関係で、１点だ

けお尋ねをしたいんですが、お試し住宅で、栄町住

宅に大学院生が入っておられるんですが、既に入っ

ておられる住宅の入居者の方からね、この大学院生

のお試し１４件、今度２件増やすというね、この人

たちは、地域の活動は免除、何もせんでもええとい

うことのようなので、いわゆる日役だったり、地域

の活動ができへんと。こんなことでは困るんだがな
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という話があるんですが、そういう地域の活動はし

なくてもいいという条件での入居ですか。 

○委員長（福田 嗣久） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） ただいま、村岡委員

さんからご指摘的な形でのお言葉いただきました。 

 栄町住宅を県立大学生の入居に、先ほど報告も使

わせてもらった１４分の１４、埋まっとるというこ

とを言わせていただきました。ただ、今、委員さん

のほうからいただきました、入居に当たっていろい

ろ当然、調整をするんですけども、そのときの段階

では、あくまで地元のコミュニティの活動関係にも、

強制は当然できないんですけども、可能な限り一緒

になって、いろんな取組に入ってくださいというお

願いをした上で、その書類も書面もある中で入居を

していただいとるのが実際です。ただ、現実、それ

はなかなか、そういったところが反映された行動に

なってないというようなところで、ちょっと先ほど

言われたようなご意見が出とるんかなということ

で、機会があるときにまたそういった協力はしてい

きたいんですけども、ちょっと強制はできないんで

すけども、考え方としては、あくまで入居されると

きにそういうお願いをして、そういうもん含めて理

解いただいて、入居はしていただいとるのが実際の

ところはございます。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 強制はできないというもんの

ね、実際に入居の費用も安く抑えてあるわけでしょ

う。ですから、強制に近いぐらいの要請をぜひして

ほしいなと、地域での活動の参加ね。お願いしとき

ます。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よろ

しいか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ほかにありませんので、ないようですので、この

際、当局の皆さん方から特に発言はございませんね。 

 それでは、当局の皆さんは退席していただいて結

構でございます。 

 暫時休憩いたします。再開は１１時１０分。 

午前１０時５８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時０６分再開 

○委員長（福田 嗣久） それでは、建設経済委員会

を再開いたします。 

 後半の部に入ります。 

 今回は年度当初の委員会でありますので、４月の

人事異動で建設経済委員会の当局職員に異動がご

ざいました。ここで自己紹介を行いたいと思います。 

 まず、委員のほうからで、私、委員長を仰せつか

っております福田でございます。よろしくお願いし

ます。 

○委員（清水  寛） 副委員長の清水です。引き続

きよろしくお願いします。 

○委員（岡本 昭治） 岡本です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（石津 一美） 石津一美でございます。また

よろしくお願いいたします。 

○委員（椿野 仁司） 椿野です。 

○委員（足田 仁司） 足田です。引き続きよろしく

お願いします。 

○委員（木谷 敏勝） 木谷です。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、各振興局から名

簿に記載された順にお願いしたいと思います。 

 まず、城崎振興局。 

○城崎振興局長（植田 教夫） この４月の人事異動

で城崎振興局長になりました植田です。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎地

域振興課参事の橋本でございます。よろしくお願い

します。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 城崎振興局、城崎温

泉課長の山田でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 竹野振興局長の瀧下

でございます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野振興
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局地域振興課長の平尾でございます。よろしくお願

いします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局長の小谷

士郎です。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 日高振

興局地域振興課の吉田です。昨年度に引き続いてで

ございます。よろしくお願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局局長の村

上です。引き続きよろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局地域振興課の川﨑です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○但東振興局長（羽尻 泰広） 但東振興局長の羽尻

と申します。よろしくお願いします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 但東振

興局地域振興課参事の小川と申します。よろしくお

願いいたします。 

○上下水道部長（河本 行正） ４月から上下水道部

長になりました河本です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○水道課長（谷垣 康広） 水道課長、谷垣です。引

き続きよろしくお願いします。 

○水道課参事（和田 哲也） 失礼します。水道課参

事の和田といいます。どうぞよろしくお願いします。 

○下水道課長（榎本 啓一） 失礼します。４月異動

で下水道課のほうの下水道課長になりました榎本

です。よろしくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課参事の堀田

です。よろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） 農業委員会事

務局の丸谷です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、最後に議会事務

局。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 事務局、小林です。ど

うぞよろしくお願いします。 

○委員長（福田 嗣久） どうもありがとうございま

した。本年度はこのメンバーで委員会審査を対応い

ただくことになりますので、よろしくお願いを申し

上げます。 

 それでは、（１）委員会所管事項の事務概要に入

りたいと思います。 

 進め方としては、まず各振興局から説明をいただ

きましたら、振興局一括して質疑を行います。その

後、上下水道部及び農業委員会事務局の順に、部局

ごとに説明、質疑を行いたいと思います。 

 なお、委員の皆様、当局の皆様、質疑、答弁に当

たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔明瞭

に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力を

お願い申し上げます。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますようご協力をお願い申し上げます。 

 それでは、まず、各振興局の説明を、城崎振興局

から順にお願いをいたします。 

 橋本参事、どうぞ。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） まず、

４１ページをご覧ください。城崎振興局の取組につ

いてご説明申し上げます。 

 現状と課題、基本方針につきましては、昨年度と

同様になります。城崎地域では、夏休み、またカニ

でにぎわう漁期、そこが繁忙期となりますが、春、

秋の閑散期につきましては観光客が激減しており

ますので、その入り込み数の差を縮小することが課

題となっております。このため、城崎温泉の景観を

構成する重要な要素である街路樹や太鼓橋といっ

た城崎温泉の代表的景観を保全し、年間を通じて観

光客の誘客を図ることとしております。 

 具体的には、城崎振興局プロジェクトとしまして、

昨年に引き続き３つの取組を予定しております。１

つ目は、夏の風物詩として定着し、平日の観光客増

加に寄与している城崎温泉夢花火事業への支援を

継続します。 

 ２つ目に、樹木の老化等により樹勢が衰え、倒木

などの危険性のある柳や桜について、剪定や植え替

え、土壌改良などを実施し、大谿川の桜並木など、

温泉街の美しい景観の形成に必要な樹木の健全な

育成を図ります。 

 ３つ目は、大谿川にかかる４つの太鼓橋やパラペ
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ットの表面に剥離や亀裂が発生しているため、周囲

の景観と調和した美装化工事を引き続き実施しま

す。 

 また、本年度は御所の湯ポケットパークの池にヘ

ドロが堆積しているため、その対策として再整備も

行います。以上となります。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、竹野振興局、平

尾課長、どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野振興

局の取組について説明させていただきます。 

 ４２ページをご覧ください。現状と課題及び基本

方針につきましては、以前と同様ですので、割愛さ

せていただきます。 

 取り組む事業は、振興局プロジェクト事業として

３事業を計上しております。 

 プロジェクションマッピング事業は、昨年制作し

ました映像を夏と冬の２回、竹野川湊館で上映いた

します。 

 仲田光成作品貸出事業は、先生より寄贈を受けた

作品の一部について貸出しを行うものです。 

 竹野焼杉板景観保全事業は、竹野地域の景観保全

を推進するため、家屋の外壁に焼き杉板を使用され

た場合、材料の一部を補助しようとするものです。 

 そのほか、本年度より竹野振興局で管理しており

ます竹野川湊館の改修事業を施行することとして

おります。 

 説明は以上です。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、日高振興局の吉

田参事、どうぞ。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 資料の

４３ページをご覧ください。日高振興局の取組の概

要を中心に説明させていただきます。 

 まず１日高振興局プロジェクト事業です。道の駅

「神鍋高原」の隣接地に民間が進めているホテル建

設のためのインフラ整備として、昨年度の上下水道

管布設工事等に引き続き、今年度は道路舗装復旧工

事を予定しております。次に、この民間ホテルの立

地を契機として、道の駅等の機能を周辺施設等の連

携により強化する計画の策定を昨年度に引き続き

実施します。また、江原河畔劇場の開館や劇団青年

団の移転を契機に、市民の演劇に対する機運を醸成

するため、文化芸術の活用による日高地域の活性化

につながる活動を支援します。また、２０１６年度

から行っている日高地域の先輩に学ぶ授業を日高

東中と日高西中でそれぞれ開催します。 

 続いて、２観光事業です。７月の第４週目の日曜

日に開催を予定しております日高夏まつり事業に

補助支援します。昨年度はコロナの影響でイベント

そのものが中止されましたが、今年度は例年の内容

を大幅に縮小し、花火だけは上げたいという思いで、

関係者において準備が進められています。 

 次に、観光施設の修繕関係です。道の駅神鍋高原

については、高圧受電設備等の修繕を予定しており

ます。神鍋温泉ゆとろぎについては、受水槽の補修

工事を予定しております。湯の原温泉オートキャン

プ場については、２つある高圧受電設備等の改修工

事を予定しております。神鍋高原キャンプ場につい

ては、管理棟のデッキ修繕を予定しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 続きまして、出石振興課、

川﨑参事、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局からは、４４ページの出石振興局の取組につい

てご説明させていただきます。 

 昨年の引き続きになります。出石への観光客はほ

とんどがマイカーでの来訪となっております。週末

には渋滞が発生していまして、特に繁忙期には大渋

滞により車と歩行者がふくそうするなど、市民生活

にも大きな影響を及ぼしているところです。この課

題を解決するために、交通の流れや交通量の実態調

査を実施して、地域の意向を踏まえた協働による交

通環境の改善によって、安心で安全な城下町出石の

町並みを、風情を生かしたまちづくりの一層の推進

を図ることとしております。 

 今年の概要につきましては、今年度は昨年度実施

しました交通量、駐車場利用状況、来訪者等のアン

ケート調査などの基本調査の結果を基に、地域課題

を検討委員会で洗い出して、今後の方針を決定して、
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交通環境改善計画を策定することとしております。 

 出石振興局からは以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 続いて、但東振興局、小川

参事、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 但東振

興局の取組についてご説明いたします。 

 資料４５ページをご覧ください。現状と課題、基

本方針につきましては、昨年度と同様に、但東地域

の人口減少を緩やかにする取組や、地域で暮らす魅

力を高めていくための取組を行ってまいります。 

 但東振興局プロジェクト事業では、地域コミュニ

ティと協働して、但東の住まいや生活などの暮らし

情報を発信し、移住定住者を増やしていきたいと考

えております。また現在、赤野移住促進住宅の５戸

が空室ですので、市広報紙、市ホームページ等によ

り入居者の募集を行ってまいります。さらに交流人

口増につながる取組として、教育民泊の取組を行い

ます。昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、

神戸市の中学校等の受入れは全てキャンセルとな

りましたが、今後の実施に向け、神戸市の中学校と

調整してまいります。 

 但東シルク温泉やまびこ施設管理につきまして

は、施設建設から約３５年が経過し、山腹のり面の

風化が進行したことで崩壊が発生しており、復旧に

向けた調査、測量、設計業務を実施し、対策工法を

検討いたします。また、経年劣化が進む設備等の更

新を行い、施設の安定的な稼働、運営と利用者の安

全性向上に努めてまいります。 

 説明は以上です。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、当局の説明、各

振興局ごとに行っていただきました。 

 質疑はございませんか。 

○委員（村岡 峰男） 一つだけ。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 各振興局がそれぞれ特徴を持

った事業がいろいろと組まれてるんですけども、出

石振興局だけが振興局プロジェクト事業っていう

のが書いてないんですけども、これは表現の問題か。 

○委員長（福田 嗣久） 川﨑参事ですか、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） この出

石交通環境改善計画策定っていうのも、振興局プロ

ジェクトの中に入っていますので、単なる表現の違

いです。すみません。 

○委員（村岡 峰男） 分かりました。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 出石のところ出たので、ちょ

っと今の事業内容の交通環境改善計画策定業務っ

ていうのは、これは、いわゆる城崎が今現在もやっ

てるんだけども、あれと同じような、そういった委

員会をつくって、市民からいろんな方々に出てきて

もらって、そういった検討をするというようなこと

ですか。それからまた、専門家っていうんか、そう

いった今、メンバーがちょっと私にはよく分かんな

いんだけど、城崎のやってることが、中身、メンバ

ーが分かんないんだけど、そういった大学の先生と

か、そういういろんな方々に来ていただいて、そう

いったことをやり、そしてまた調査も行っていくと

いうことの同じような、同様なものと考えていいの

か。 

○委員長（福田 嗣久） 川﨑参事、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 委員会

のほうのメンバーにつきましては、各観光協会とか

出石公社の方の団体とかがメンバーに入ることを

予定しております。また、これを実施しとる中で、

当初、コンサルさんのほうでお願いしようって言っ

とったんですけども、大学のほうで３つの、県立大

学と近畿大学と大阪大学のほうで一緒になって計

画を策定しようということと、今データのほうを収

集をしていただいてますので、一緒に検討会で検討

しようとしているところです。（「分かりました」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（福田 嗣久） どうですか。 

○委員（椿野 仁司） 分かりました。分かりました

って言われてしまったんで、それでいいですけどね。 
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 もう一つ、じゃあ、ぜひ今、取組として、城崎も

やって、今まだ最終の結果は出てないと思うんだけ

れども、せっかくですから、ちょっとその辺もまた

連携して、ぜひ出石も、それは本当に大変だと思う

ので、城崎と同様に、だから、その辺をやっぱりよ

く連携して、参考にして、したほうがいいのかなと

いうの、これ意見です。 

 それから、日高の振興局のほうにちょっとお聞き

したいんですか、ここにも一つには、劇団青年団と

の連携ということで、あそこに江原の河畔劇場がで

きたんで、今年はコロナで、今回は、この１年間は

大変、もっともっと本当は盛り上がっていくのかな

ということで予想してたんだけども、これからイン

バウンドが、またコロナが終息した後にはインバウ

ンドを、それからいろんな国内外からと、いろんな

方々が江原の駅に相当来られるのではないかなと。

そうすると、先ほどもちょっと大交流課のほうでも

話ししたんだけども、やっぱりそうなってくると、

江原駅周辺の活性化っていうの、大きなことになっ

ていくのかなということ予想すれば、もっともっと

いろんな仕掛けを振興局で、地域の商店街だとか地

域の皆さんと、ここには地元の議員おられるけれど、

副委員長だって黙っとうなるんだろうけど、ちょっ

とその辺を、もうこれからやはりコロナ終息後のこ

とも含めた中で、江原駅周辺の活性化整備等々も、

やっぱりこれから十分に手がけていけれる、そうい

う夢が広がっていくのではないかなというふうに

思うので、ここにも書いておられるんで、この辺に

ついては再度、やっぱり力を注いでいくように、こ

れはされたほうがいいのではないのかなというよ

うに思います。 

 もう一つお聞きしたいんだけど、概要のところで、

日高地域の先輩に学ぶ授業っていうのがあるんだ

けど、これ、ちょっと私、聞き漏らしたかも分かん

ないけど、一体どういう人たちに、先輩とされるど

ういう人たちを指してるのかな、ちょっと参考まで

に教えてほしいんだけど。 

○委員長（福田 嗣久） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 日高地

域の先輩に学ぶ授業については、２０１６年度から

行っております。日高の東西中学校の生徒たちを対

象にやってる事業でして、具体的に言いますと、大

きく言いますと定住を目的、日高地域で頑張ってる

先輩方がこんな人生を歩んでるとか、中学生当時、

こんなことを思ってやってたとか、今チャレンジし

てること、こんなことなんだとか、あと、地域への

思い、豊岡地域が本当に好きなんだよっていうあた

りのことを生徒に向かってしゃべっていただいて、

中学生たちに将来のことを考えるきっかけづくり

として行ってる事業で、学校側においてもいい評価

をいただいてる事業で、これは振興局プロジェクト

として当初からこれまでも引き続きやってる事業

です。 

○委員長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） いいことだと思います。それ

で、２０１６年からやっとられるっていうこと、ち

ょっと私も聞き漏らしてたので、申し訳ないんだけ

ど、今まで。ちょっとそういうもので、何か参考に

なるような、どういう結果、どんなふうなことをや

ってこられたか、どんな人にどんなふうなことを、

動員をかけられたかっていうことは、後ほどでいい

ので、またレポートっていうか、資料がいただけた

ら、委員長、ありがたいんだけど。 

○委員長（福田 嗣久） 参事、資料はできますか。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） これま

でお世話になった講師の先生方のリストがありま

すし、タイトルもあります。そういったものをまた

ご提供させていただきます。 

○委員（椿野 仁司） お願いします。 

○委員長（福田 嗣久） 各委員さんに渡していただ

けますか。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） はい、

分かりました。承知しました。 

○委員長（福田 嗣久） 後日いただいたら結構です。 

○委員（椿野 仁司） お願いします。以上です。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員さん、よろしい

ですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 質疑を打ち切ります。 
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 それでは、続きまして、上下水道部の説明をお願

いします。 

 まず、水道課の谷垣課長、どうぞ。 

○水道課長（谷垣 康広） ４６ページをご覧くださ

い。私からは、水道施設の整備についてご説明いた

します。 

 現状と課題といたしまして、人口減少社会を迎え、

水需要の減少する中、施設の大量更新期に向けた財

源の確保が大きな課題となっております。管路や施

設の耐震化を図るとともに、老朽度を把握し、優先

順位を明確にした上で、順次、豊岡市水道施設整備

計画を見直しながら事業を行ってまいっておりま

す。 

 ２０２１年度の主な事業について説明いたしま

す。 

 １、大見塚受水池・配水池改築事業は、老朽化し

た受水池、配水池の耐震化のため、改築を行うもの

で、本年度は配水池の敷地造成と進入路の整備を行

うものです。この事業は、本年度から完成まで４か

年を予定しております。なお、本年度の事業費は工

事費のみを計上しておりましたが、昨年度末に用地

費の概算が出ましたので、６月議会にて工事費の一

部を用地費に組み替えをご提案させていただく予

定としております。よろしくお願いいたします。 

 ２つ目の岩中浄水場改築事業は、老朽化した浄水

池の耐震化のため改築を行うもので、昨年度に浄水

池を整備いたしました。今年度は非常用発電機・電

気機械設備等の更新工事をするものです。 

 ３つ目の城崎・港給水区配水施設整備事業は、城

崎・港給水区へ安定した水道水の確保のため、国県

の事業に合わせ、送水管を布設するもので、本年度

は約７００メートルを工事するものです。 

 ４番、城崎大橋架け替え関連事業は、県が実施す

る城崎大橋架け替え事業に伴い配水管を移設する

もので、本年度は新橋の取り合いとなる県道改良部

の移設で約４００メートルを工事するものです。 

 ５、豊岡インター線道路改良関連事業は、県道豊

岡インター線道路改良工事により、豊岡病院への現

道の付け替えが行われるため移設を行うもので、約

３６０メートルを工事するものです。 

 なお、この３から５番につきましては、昨年度と

同様に、国県の進捗に左右され、大きく変更になる

場合がありますので、ご理解いただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

 ６番目です。老朽管更新事業は、耐用年数などに

より更新を計画的に行うものです。主なものに、下

陰、竹野町竹野、日高町栗山地内での管路布設替え

工事を計画しております。 

 最後に７番で、浄水場等設備更新事業は、老朽化

した電気設備の更新１３施設と、出石地域の監視通

報装置の更新を計画しております。 

 私からは以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） 続いて、和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） ４７ページをご覧くだ

さい。水道料金改定の検討についてご説明申し上げ

ます。 

 水道事業を取り巻く環境は、主に人口減少により

有収水量が減少していく中、施設の大量更新期に向

けた財源確保の問題、防災・減災対策の必要性など

により、ますます厳しくなると考えています。水道

料金は、２０１１年４月に値上げとなる改定を行っ

てから１０年がたちましたが、今後も事業を健全に

安定して運営するには、適正な水道料金による収入

の確保が不可欠であり、２０１８年５月に策定しま

した豊岡市水道事業経営戦略では、施設の長寿命化、

統廃合、企業債借入れの抑制等、様々な取組を掲げ

ているものの、料金の値上げが必要と見込んでいま

す。 

 水道事業では、料金算定期間を５年としていまし

て、昨年度中に改定の検討を行う予定でしたが、新

型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、その検討

を１年程度先送りしました。このため、次期料金算

定期間を２０２２年度から２０２６年度の５年間

に再設定し、その期間に係る料金について適正な料

金水準等を検証し、改定の要否を慎重に検討してい

くこととしています。 

 今後のスケジュールといたしましては、今月２６

日に豊岡市公営企業審議会を開催し、料金の在り方
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について諮問する予定としており、８月か９月に答

申をいただければと考えています。その後、市とし

ての方針を決定する予定としています。料金改定を

お願いしなければならないとなった場合には、全員

協議会や市民説明会を経て、１２月定例会で料金改

定に係る条例改正案をご審議いただき、来年４月か

らの新料金の適用というふうに考えております。な

お、新型コロナウイルス感染症の状況によりまして

は、その検討を中断するなど、柔軟に対応していき

たいと考えています。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） 続いて、榎本課長、どうぞ。 

○下水道課長（榎本 啓一） ４８ページの汚水整備

事業について説明させていただきます。 

 継続事業なので、現況と課題、基本方針は前年と

同様です。 

 概要について、４９ページの２０２１年度予定箇

所図のほうで説明をさせていただきます。４９ペー

ジをご覧ください。統廃合事業は、予定箇所図の青

色囲いになります。統廃合に向けた基本詳細設計を

１処理区、公共下水道の事業計画策定業務、それと

統廃合工事１０処理区を行います。事業費の合計は

６億６，６８０万円を予定しております。 

 次に、長寿命化事業は、予定箇所図の青色囲いに

なります。公共、特環、農集、漁集における各施設

の長寿命化に必要な対策を行います。長寿命化の事

業費合計は１１億８，０２０万円を予定しておりま

す。 

 次に、その他の事業を緑の囲いで表示しておりま

す。道路工事に伴う汚水管の移設工事及び雨水幹線

工事等です。その他の事業費合計は２億５，４００

万円を予定しております。 

 続きまして、５０ページをご覧ください。下水道

使用料改定の検討についてご説明申し上げます。 

 下水道事業を取り巻く環境は、人口減少や節水型

社会への移行に伴う有収水量の減少、施設の統廃合

と長寿命化を確実に実施するための財源確保など

により、ますます厳しくなると考えております。下

水道使用料は２０１６年４月に値上げの改定を行

い、５年が経過しました。２０１７年２月に策定し

た豊岡市下水道事業経営戦略では、２０２４年に財

源が不足すると見込んでおりましたが、２０１９年

度までの決算を踏まえますと、純利益や企業債残高

など、経営戦略策定時の見込みよりも良好な状況と

なっております。しかし、２０１５年１０月の豊岡

市公営企業審議会の答申では、５年をベースとして

定期的に見直しの必要性を検討するとの意見をい

ただいております。 

 下水道事業においても、水道事業と同じく、使用

料の算定期間を５年といたしまして、昨年度中に会

計の検討を行う予定をしておりましたが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を考慮し、その検討を１年

程度先送りとしております。このため、次期算定期

間を２０２２年度から２０２６年度の５年間に再

設定しまして、その期間に係る料金について適正な

料金水準等を検討し、改定の要否を慎重に検討して

いくこととしております。 

 今後のスケジュール等につきましては、水道事業

と同じです。 

 下水道課からは以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、農業委員会事務

局も続けて行います。 

 どうぞ、丸谷局長。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） それでは、５

１ページをご覧ください。農業委員会事務局、農地

利用最適化の推進についてでございます。 

 課題といたしましては、農業委員会法に定められ

た役割、農地法に基づく許認可事務に加えまして、

農地等の利用の最適化の推進が重要と位置づけら

れております。引き続き担い手への農地利用の集積、

集約化、遊休農地の発生防止解消、新規参入の促進

に取り組む必要があります。 

 基本方針といたしましては、昨年度同様に、農業

委員、農地利用最適化推進委員が連携して、地域の

意向を確認しながら取組を進めてまいることとい

たしております。 

 なお、概要につきましては、基本的な部分につき

ましては例年と変更はございませんが、現在の委員
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の任期が２年目ということになります。１年目で習

得をいたしました業務内容の知識を有効に活用し

て、農地等の最適化活動の推進とともに、引き続き

活動の実績取りまとめ、それから担当地域の課題の

整理、こういったものを進めていくということにし

ております。以上です。 

○委員長（福田 嗣久） それでは、上下水道部と、

それから農業委員会の説明をいただきました。 

 皆さん、質疑はございませんか。 

 足田委員、どうぞ。 

○委員（足田 仁司） ５０ページの下水道使用料改

定の検討という項目で、現況と課題のとこで、最後

に、経営戦略策定時の見込みより良好な状況である

と、この前提で今年の１２月議会に条例改正を予定

してあるんですけど、これ、２つをつなげたら、料

金は下がるんかなと思ったりするんだけど、上げる

ほうですか、下げるほうですか。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 先ほど議員が言われま

したことも踏まえまして、今後行われる公営企業審

議会のほうで料金について審議いただきまして、最

終的には審議会からいただきました答申をまた踏

まえて、料金の値上げをするかどうかについて決定

するというふうなことになっております。以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 審議会に白紙委任するわけは

ないと思いますので、たたき台は当局側で作成し、

それについて検討いただくというパターンだと思

いますので、提案するだろうという見込みが、料金

の値上げを必要と考えた内容になりそうなのかど

うか。良好であれば、値上げの必要があるのかどう

かっていうのが気になるんですけど、その辺りはど

うでしょうか。 

○委員長（福田 嗣久） 再度、榎本課長、どうぞ。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水道課といたしまし

ては、経営戦略会議のほうには現状、良好だいうこ

とをお伝えしまして、今のままでいいんじゃないか

というようなことも考えております。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員、皆さんどうで

すか。 

○委員（椿野 仁司） ちょっと。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ、椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） あまり突っ込んだらどうかと

今の段階で思うんだけども、でも、すごい今の話は

デリケートな話で、やっぱり当局とすればっていう

とこら辺の基本方針が、審議会に今、本当にこれか

ら諮られようとする中でね、やっぱりその辺は何か

上水と下水はセットだという認識があるので、基本

的には。だから、そういうことからいくと、何か値

上げありきというふうに受け止めるんだけども、今

の話だと、さっきの話だと、いやいや、そうではな

いんですよっていうようにも受け止められるんだ

けど、今の状況では、グレーならグレーでも構わな

いんだけど。だけど、こうやって基本的な考え方で

あるっていう以上は、やっぱり私たちからすれば、

同時に値上げというのは非常に私は大きな影響が

出ると思うので、これはようようよく本当に十分ご

検討をいただきたい。 

 水道のほうでも言おうと思ったんだけども、本当

に今、コロナのこういう状況の中でね、本当にそれ

は、あなたたちは、じゃあ、ちゃんともらえるもん

もらえるわ、言い方悪いんだけど、値上げしなくて

もいいっていうことになるんだったら、それはトー

タルの財政の中で考えていかなきゃいけない話だ

ろうけども、やっぱり今はこういう状況で、本当に

コロナの関係でね、経済が非常に厳しい状況の中だ

から、この辺は本当、慎重によく考えて、やっぱり

やってくれてると思うけど、さらに私、慎重を期す

べきだなという認識がある。新しく部長になられて、

ご感想はどうですか。 

○委員長（福田 嗣久） 河本部長、ご指名ですので。 

○上下水道部長（河本 行正） 値上げに関しまして

は、私も着任しまして、そういったことで料金の見

直しということはいろいろとレクを受けまして。

（発言する者あり）当然必要な結果になれば、これ

は上げさせてはいただかんなんですけども、基本的

なスタイルといたしましては、やはり努力でもって
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何とかカバーできないかということを常々模索し

て、いろんな方策を取りながら来ておるというのが

現状でございます。やっぱり一番の目的は公衆衛生

の向上ということで上下水道やってますので、そこ

をきっちりと守りながら、どんだけ努力をしていっ

て、何とかご負担のほうを少しでも軽減できるよう

な格好では常々考えていくという、そういう方針の

下でやっておりますので、審議会等の結果を見なが

ら、またお願いせんならんことはお願いいたします

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） 大変優等生なコメントをいた

だきました。 

 じゃあ、別にいいですけど、資料要求でね、今の

公営企業審議会のメンバーの、ちょっと私も今、資

料がどこに行ったか分かんないんで、またそれを取

り寄せてください。（「はい」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福田 嗣久） それじゃあ、今の申出があ

りました資料は、また各委員にポストインしといて

ください、公営企業審議会。 

○委員（椿野 仁司） のメンバーお願いします。 

○委員長（福田 嗣久） メンバーね、お願いします。 

 ほかの委員の皆さん、何かございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今、椿野議員のほうから大体

出ましたので何ですが、今年９月に審議会出された

答申があって、議員に説明をすると。１０月、選挙

なんですね。１２月の議会に提案と、こうなるから

ね、上下水道ともに、大変なこっちゃな、大変なと

きになるわ。議員もね、それ出るか出んか知らんけ

ども、１０月の選挙で触れざるを得ないわけね、こ

の審議会出てくるわけだから。それから１０月選挙

で、水道料金値上げになりまっせ、私、賛成します

わっていうような議員おらへんわ、選挙に臨むのに。

だから、大変なときにこれ出しなるなと、もうちい

と提案の時期なりを考えたほうがええんと違うん

かいなと思うんですけどな。 

○委員（椿野 仁司） 大変な時期を狙っとるんちゃ

う。 

○委員（村岡 峰男） まあ、私の気持ちです。（「私

たちが」と呼ぶ者あり） 

○委員長（福田 嗣久） 答弁をいただけますか。あ

れば、どうぞ。答弁をいただけますか。 

 どうぞ。 

○水道課参事（和田 哲也） 先ほども説明しました

が、当初の予定では昨年度に検討する予定で、やむ

なく１年程度先送りということにしましたので、運

悪くといいますか、市議会の選挙の年に当たってし

まったというところで、最初から予定してたわけで

はありませんので、こちらも議会の選挙があるとい

うことで、そのスケジュール的なもん、まだまだこ

れからなんですけども、どうするべきかっていうこ

と苦慮してまして、また議員の皆様にも相談させて

もらいながら、適正なスケジュールは組んでいきた

いと思いますので、またよろしくお願いいたします。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡さん、よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はいはいはい。 

○委員長（福田 嗣久） 努力していただくというこ

とで。 

 ほかの委員の皆さんはどうですか。 

 農業委員会ございませんか。（「はい、大丈夫で

す」と呼ぶ者あり） 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 それでは、事務概要はこの程度でとどめておきた

いと思います。 

 この際、当局の皆さんから何か発言がございませ

んか。ありませんね。 

 それでは、当局の皆様は退席していただいて結構

でございます。 

 それでは、引き続き（２）の委員会の重点調査事

項について議題といたしたいと思います。 

 参考までに、現行の重点調査事項を別紙１に記載

しておりますけれども、新年度を迎えて、改めて協

議をしたいと思います。 

 この件について、重点調査事項は９項目上がって

おりますけども、特にご意見はございませんか。 

○委員（椿野 仁司） これね、都市計画マスタープ

ランってあるんだけど、これ都市計画の都計審には
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みんな委員出ておられるんだけど、これ委員会で何

か報告やら、何かって今まで委員さんから報告があ

ったわけでもないし、報告聞いたわけでもないんだ

けど、これって委員会で重点するような事項なんか

どうか。 

○委員長（福田 嗣久） ちょっと待ってよ。都計審

に出ておられる方は誰があります。（「３人だ」と

呼ぶ者あり） 

まず、報告事項はございませんか。ないですか。 

○委員（岡本 昭治） 特に、そうですね、城崎のイ

ンターの関係が主題でしたけども、それだけだった

っていうことですかね。 

○委員（村岡 峰男） それだけだったからね。 

○委員長（福田 嗣久） 報告事項はそれぐらいで。

ほんで。 

○委員（椿野 仁司） いやいや、だからね、言うて

は、いや、この間も議運で話が出とったから、ただ、

ずっと継続して、ずっと置いとくのはいかがなもの

かっていう話があったもんで。（発言する者あり）

やっぱりもうちょっと集約したほうがいいんじゃ

ないかっていう話があったから、これは別にいいな

ら、もういいってことにしたほうがいいのかは、何

も重点事項に上げなかったからしないってわけじ

ゃないんで。 

○委員長（福田 嗣久） そうです、上げたからする

というのも。 

○委員（椿野 仁司） そうそうそうそう。上げたか

らするっていうわけでもないし、何かようけあって

もどうかなと思ったんだけども、まあまあ、いいで

すよ。ここに域内幹線道路の整備、これにも該当す

るんだろうけどね、高速道路の整備についても。 

○委員長（福田 嗣久） 今の下水道、上下水道、専

門職大学、新型コロナ、大変重要な課題であります

し。 

○委員（椿野 仁司） まあまあ、じゃあ、そのまま

置いておきましょう。 

○委員長（福田 嗣久） 置いておきましょうか。 

○委員（椿野 仁司） はいはいはいはい。 

○委員長（福田 嗣久） ほんなら、このまま置いと

いたらというご意見ですけど、よろしいか。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 それじゃあ、建設経済委員会の重点調査事項はこ

のままにさせていただきたいと思います。 

 続いて、５のその他に入りますけれども、全体を

通して委員の皆様から、特にご発言はございません

か。 

 それじゃあ、何ですか、あれを副委員長さん、団

体との協議。 

○委員（清水  寛） すみません、団体……。 

○委員（椿野 仁司） 議員懇談会。 

○委員（清水  寛） 議員懇談会について、ちょっ

と報告ということで。今度の５月でしたよね、議会

だよりの中で、ほかの２委員会も併せて一般公募と

いう形をします。それで、建設経済委員会としても、

一般公募も併せてやるんですけども、それとは別に、

なかなか経済団体というところが対象になりがち

なので、そういう意味では、委員長とも相談をした

上で、当然公募があれば、それも含めてとはなるん

ですけども、今回はＪＡと森林組合の２団体との懇

談をしてはどうかというふうに思うんですけども、

皆さん、何かご意見があればいただきたいというと

ころです。 

○委員長（福田 嗣久） まず、ほかの委員会と同様

に、公募をかけてみておこうかなということでさせ

ていただきますが、それは了解いただけますね。（発

言する者あり） 

 もう一つは、今、コロナ禍が大変まだ拡大してる

んで、様子を見ながらしか仕方がないんだろうなと

思うんですけども、公募があれば、その公募の応募

していただいた団体とする方向にすると。なければ、

今、副委員長さんが言われた森林組合とかＪＡとか、

そういった格好で、コロナの様子を見ながらでよろ

しいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）よろしいで

すか。よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） 中身についてもお任せします。 

○委員長（福田 嗣久） そのように方向づけをさせ

ていただいて、また状況に応じてということにした

いと思いますので、ご了解のほどお願い申し上げま
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す。 

 ほか、皆さんのほうから何かございませんか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）事務局もないです

か。 

 それじゃあ、これで建設経済委員会を閉会とさせ

ていただきます。大変長時間ご苦労さまでした。 

午前１１時５２分閉会 

──────────────────── 


